
日
本
文
化
学
講
義
（
ウ
ェ
ブ
公
開
用
資
料
）

「
モ
デ
ル
小
説
」
か
ら
み
る

プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
近
代

日
比

嘉
高　

第

回

　
島
崎
藤
村
、
写
実
小
説
の
ジ
レ
ン
マ

１
　
〈
藤
村
神
話
〉

〈
藤
村
神
話
〉

・

島
崎
藤
村
に
つ
い
て

【
資
料

】

「
島
崎
藤
村
」
『
増
補
改
訂

新
潮
日
本
文
学
辞
典
』
新
潮
社
、
一
九
八
八
年
一
月

・

〈
藤
村
神
話
〉

▼

小
諸
～
出
京
時
代
の
藤
村

【
資
料

】

十
川
信
介
「
島
崎
藤
村
年
譜
」
『
群
像

日
本
の
作
家
４

島
崎
藤
村
』
（
小
学
館
、
一
九
九
二
年
二
月
）

■
引
用

■

三
好
行
雄
「
解
説
」
『
藤
村
全
集
』
第
三
巻

「
三
児
の
死
は
藤
村
に
と
っ
て
、『
破
戒
』
完
成
の
た
め
の
〈
犠
牲
〉
、
み
ず
か
ら
の
芸
術
に
捧
げ
た
い
け
に
え
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

文
学
者
と
し
て
か
く
生
き
た
と
い
う
自
負
と
は
う
ら
は
ら
に
、
そ
の
こ
と
へ
の
痛
恨
も
ふ
か
い
。
」

【
資
料

】

藤
村
「
芽
生
」
（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
九
年
一
〇
月
、
の
ち
『
藤
村
集
』
博
文
館
、
一
九
〇
九
年
一
二
月
）

【
資
料

】

藤
村
「
三
つ
の
長
篇
を
書
い
た
当
時
の
こ
と
」（
『
読
売
新
聞
』
一
九
二
七
年
四
月
二
三
・
二
四
日
、
の
ち
『
市
井
に
あ
り

て
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
）

・

「
突
貫
」
と
い
う
鍵

▼
「
突
貫
」
…
…
『
太
陽
』
一
九
一
三
年
一
月
発
表
。
そ
の
後
第
四
短
篇
集
『
微
風
』

新
潮
社
、
一
九
一
三
年
四
月
）
収
録
。

突
貫
　
＝
　
『
破
戒
』
執
筆
時
代
の
心
情

『
破
戒
』
執
筆
時
代
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
「
危
機
を
超
え
る
新
生
の
方
向
を
文
学
的
出
発
機
の
初
心
に
さ
ぐ
ろ
う

と
し
た
」
（
三
好
行
雄
「
解
説
」
『
島
崎
藤
村
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
五
月
）

　
　
　
　
　

　
こ
の
把
握
は
「
突
貫
」
の
理
解
と
し
て
正
当
で
は
あ
る
。
だ
が
、「
モ
デ
ル
問
題
」
を
引
き
起
こ
し
続
け
た
作
家
と
し
て

の
藤
村
を
考
え
る
と
き
、
こ
れ
ほ
ど
面
白
い
テ
キ
ス
ト
は
他
に
な
い
。
〈
藤
村
神
話
〉
の
、　背
、　後
を
読
み
た
い
。



・

注
目
し
た
い
「
突
貫
」
中
の
ポ
イ
ン
ト

小
説
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
―
―
創
作
と
発
表

「
名
の
つ
け
や
う
の
無
い
恐
怖
」

島
崎
藤
村
と
写
実
の
時
代

・

写
実
主
義
の
勃
興
と
藤
村
の
歩
み

▼
　
明
治
三
〇
年
代
─
─
詩
か
ら
小
説
へ

【
資
料

】

和
田
謹
吾
「
浪
漫
主
義
か
ら
自
然
主
義
へ
」
『
明
治
の
文
学
　
日
本
近
代
文
学
史
１
』
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
六
月

【
資
料

】

井
出
孫
六
「
解
説
」
『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
岩
波
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
二
月

・

・

『
若
菜
集
』

　
藤
村
の
第
一
詩
集
。
東
北
学
院
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
、
仙
台
時
代
に
書
か
れ
た
。
恋
愛
を
浪
漫
的
に
歌
い
上

げ
、
か
つ
宗
教
性
・
形
而
上
性
も
兼
ね
備
え
た
詩
集
と
評
価
さ
れ
る
。

■
引
用

■

『
若
菜
集
』
（
春
陽
堂
、
一
八
九
七
年
八
月
）

　
　
　
初
恋

ま
だ
あ
げ
そ初
め
し
ま
へ
が
み

前
髪

林
檎
の
も
と
に
見
え
し
と
き

前
に
さ
し
た
る
は
な
ぐ
し

花
櫛
の

花
あ
る
君
と
思
ひ
け
り

や
さ
し
く
白
き
手
を
の
べ
て

林
檎
を
わ
れ
に
あ
た
へ
し
は

う
す
く
れ
な
ゐ

薄
紅
の
秋
の
み実
に

人
こ
ひ
そ初
め
し
は
じ
め
な
り

わ
が
こ
ゝ
ろ
な
き
た
め
い
き
の

そ
の
髪
の
毛
に
か
ゝ
る
と
き

た
の
し
き
恋
の
さ
か
づ
き

盃
を

君
が
な
さ
け

情
に
く酌
み
し
か
な

林
檎
畑
の
こ樹
の
し
た下
に

お
の
づ
か
ら
な
る
ほ
そ
み
ち

細
道
は

た誰
が
踏
み
そ
め
し
か
た
み
ぞ
と

問
ひ
た
ま
ふ
こ
そ
こ
ひ
し
け
れ

　
　
　
雲
の
ゆ
く
へ

庭
に
た
ち
い
で
た
ゞ
ひ
と
り

秋
海
棠
の
花
を
分
け

空
な
が
む
れ
ば
行
く
雲
の

さ
ら更
に
ひ

み

つ

秘
密
を
ひ
ら闡
く
か
な

・

・

『
落
梅
集
』

　
藤
村
の
第
四
詩
集
。
詩
文
集
で
あ
る
。
小
諸
義
塾
の
教
師
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
二
年
の
間
に
詠
ま
れ
た
。
藤
村
が
詩

か
ら
散
文
へ
向
か
う
軌
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

【
資
料

】

『
落
梅
集
』
（
春
陽
堂
、
一
九
〇
一
年
八
月
）



・

・

『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』

　
随
筆
・
紀
行
集
。
小
諸
義
塾
時
代
の
「
物
を
見
る
稽
古
」
の
成
果
（
一
八
九
九
～
一
九
〇
五
）
。
公
表
は
一
九
一
一
年
（
『
中

学
世
界
』
に
一
二
回
連
載
）
で
あ
る
。
自
か
ら
の
文
学
的
変
革
の
た
め
に
、
千
曲
川
畔
の
人
や
自
然
を
克
明
に
観
察
し
、

描
写
し
よ
う
と
し
た
試
み
。
藤
村
自
身
「
あ
る
意
味
か
ら
言
へ
ば
、
自
分
の
散
文
は
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
出
発
し
た
と
も

言
つ
て
も
い
ゝ
の
で
あ
る
」
（
選
集
上
巻
の
序
）
と
述
べ
て
い
る
。

【
資
料

】

『
千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
』
（
佐
久
良
書
房
、
一
九
一
一
年
一
二
月
）

・

「
は
じ
め
て
産
れ
た
る
双
児
」
の
発
禁
―
―
「
藁
草
履
」
と
「
旧
主
人
」

■
引
用

■

藤
村
書
簡
、
田
山
花
袋
宛
、
一
九
〇
五
年
一
一
月
九
日

「
〔
…
〕
信
州
諸
新
聞
紙
の
報
に
よ
り
、
又
馬
場
〔
孤
蝶
〕
兄
よ
り
の
通
知
に
よ
り
、
『
旧
主
人
』
の
法
に
触
れ
た
る
を
確
か
め
申
候
。

は
じ
め
て
産
れ
た
る
双
児
〔
「
旧
主
人
」
と
「
藁
草
履
」
〕
の
一
は
世
の
光
を
見
る
こ
と
僅
に
一
週
に
し
て
死
せ
り
。
笑
ふ
べ
く
憐
む
べ

き
は
小
生
が
新
し
き
旅
路
の
発
足
に
御
座
候
は
ず
や
。
」

「
旧
主
人
」
　
『
新
小
説
』
一
九
〇
二
年
一
一
月
。「
藁
草
履
」
と
並
ぶ
島
崎
藤
村
の
実
質
的
小
説
デ
ビ
ュ
ー
作
。
藤
村
の

恩
師
で
あ
る
木
村
熊
二
の
家
庭
を
モ
デ
ル
に
し
て
描
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
発
表
後
、
約
一
ヶ
月
後
に
発
禁
処
分
を
受
け

た
。
当
初
は
作
品
末
部
の
「
く
ち
づ
け

接
吻
」
の
描
写
が
原
因
と
言
わ
れ
た
が
、
少
し
後
に
は
、
恩
師
の
家
庭
を
描
い
た
こ
と
に
対

し
て
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
の
記
者
で
あ
っ
た
山
路
愛
山
が
立
腹
し
、
そ
れ
が
発
禁
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
う
説
が
出
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
真
偽
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

・

同
時
代
評
な
ど

■
引
用

■

秋
暁
、
烏
水
「
文
芸
雑
俎
　
藤
村
氏
の
二
新
作
（
『
藁
草
履
』
と
『
旧
主
人
』
）
」『
明
星
』
一
九
〇
二
年
一
二
月

「
内
務
省
の
お
役
人
の
神
経
過
敏
な
る
に
は
、
小
生
も
舌
を
捲
か
れ
候
、
あ
の
た
め
に
『
新
小
説
』
は
発
売
禁
止
に
相
成
候
と
か
」（
小

島
烏
水
）

■
引
用

■

編
集
局
同
人
「
近
刊
合
評
　
旧
主
人
」『
文
芸
界
』
一
九
〇
二
年
一
二
月

「
併
し
あ
す
こ
の
所
が
内
務
省
の
お
役
人
様
の
目
に
触
れ
て
、
発
売
禁
止
に
な
つ
た
為
め
噂
は
パ
ツ
ト
全
国
に
広
が
つ
て
、
日
頃
小
説

嫌
ひ
の
誰
れ
彼
れ
ま
で
、
我
も

く
と
大
騒
ぎ
を
し
て
却
つ
て
多
数
に
読
ま
れ
た
さ
う
で
す
。
作
者
、
書
肆
、
寧
ろ
以
て
栄
と
す
べ
し

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
兎
角
『
臭
い
も
の
に
蓋
』
主
義
の
結
果
は
得
て
か
う
い
ふ
滑
稽
を
演
ず
る
も
の
で
す
て
。
」

■
引
用

■

「
風
俗
壊
乱
の
小
説
」
『
文
章
世
界
』
一
九
〇
八
年
五
月

「
島
崎
藤
村
の
『
旧
主
人
』
が
や
ら
れ
た
の
は
、
其
の
終
り
の
所
に
、
男
と
女
と
が
キ
ツ
ス
す
る
様
を
明
ら
さ
ま
に
描
い
た
か
ら
だ
と

い
は
れ
る
が
、
併
し
、
こ
の
頃
、
山
路
愛
山
が
文
芸
講
演
会
で
し
や
べ
つ
た
り
、『
国
民
』
の
『
書
斎
独
語
』
で
書
い
た
り
し
た
所
に
依

る
と
、
其
の
条
下
よ
り
は
寧
ろ
、
こ
の
作
が
、
旧
の
主
人
の
こ
と
を
書
い
た
と
い
ふ
の
で
、
不
埒
な
ツ
、
と
い
つ
た
訳
で
あ
つ
た
ら
し

い
。
作
物
が
風
俗
を
壊
乱
す
る
と
い
ふ
よ
り
は
、
作
者
が
忘
恩
で
あ
る
と
い
ふ
実
際
道
徳
か
ら
来
た
訳
な
ん
だ
。
」


